
 

 

 

 

 

冬の備えについて 

今年の山陰地方の冬は、冬型の気圧配置が弱いため、冬の降雪量は少なく、気温も高い見込みと

されていますが、仮に暖冬となっても、その時々で流入する寒気の強さや海水温、風の状況によっ

ては、一時的に大雪になるおそれはあります。 

本年 1 月 27 日からの大雪では、倒木による通行不能等により佐治町地域をはじめ複数箇所が

孤立するなど市民生活に大きな支障が生じ、適正な森林管理を含めて対策を進めています。 

 

1．雪に対する安全で安心な市民生活連絡会議の開催について 

本市では、各種団体・機関とともに市民生活に及ぼす影響の最小化について意見交換を行い、市

民の安全と安心に繋げることを目的として「雪に対する安全で安心な市民生活連絡会議」を平成

29年に設置しており、本年度も下記のとおり開催を予定しています。 

日時：令和 5年 11 月 29日(水)13：00～ 

会場：市役所本庁舎 3階 災害対策本部室 （※詳細は改めて資料提供いたします） 

 

2．市民のみなさまへ 

本市では、積雪対応指針に基づき、降雪による市民生活への影響を最小限にとどめるよう努めま

す。市民のみなさまも下記の取組みによる雪への備えをお願いします。 

・非常持出品、非常備蓄品の確認 

・車のタンクの満タンと、灯油プラス 1缶による燃料の備え 

・気象情報等の注視や警戒 など 

 

3．道路除雪について 

〇今シーズンの市道除雪業者数（予定） 

・車道除雪：114者（昨年 4者増・今年 10者増） 

・歩道除雪：22者（昨年 6者増・今年 2 者増） 

〇車道除雪 

・約 14ｋｍの延伸を予定（本年度車道除雪 718km） 

 （除雪路線のない町内や、効率的に作業を行うために必要とされる路線） 

〇歩道除雪 

・本年度歩道除雪 36ｋｍ＋通学路の市道歩道 約 10ｋｍの見込 

昨年、点字ブロックの設置してある区間を延伸し、これに加えて今シーズンは小・中学校周

辺の通学路において、歩道除雪がおこなわれている国道や県道から学校に通じる市道の歩道

について追加予定 

○除雪作業出動基準 

・昨年同様、車道上の積雪深 5～10ｃｍ、歩道上の積雪深２０ｃｍとし、迅速かつ的確に対

応して、市民のみなさまの日常生活に支障がでないよう努めたいと考えています。 
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